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   ★★★私たちの福祉の行方を選択するために！★ 

  障害者・家族の願いを実現して！ 

P１～P4  

 ★特集；長野県知事選挙立候補者への公開質問状の回答★ 

 

◆P4～P７； 「精神障がい者も病院ではなく地域で暮らしたい信州ネットワーク」立ち上げ 

◆P8；お知らせコーナー ( このお知らせコーナーへの情報をお願い致します。） 

 

紙
面
の
案
内 

  

長
野
県
知
事
選
挙
立
候

補
者
へ
の 

 

公
開
質
問
状
の
回
答 
   

長
野
県
知
事
選
挙
が
八
月
一
〇
日

投
票
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
本
は
、

や
っ
と
国
連
・
障
害
者
権
利
条
約
を

批
准
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
福
祉
の

動
向
を
見
ま
す
と
、
新
た
な
「
富
国

強
兵
」
施
策
の
下
、
財
政
難
を
理
由

に
障
害
者
を
は
じ
め
国
民
全
体
の
福

祉
・
医
療
、
生
活
な
ど
の
後
退
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。 

   

今
、
よ
り
身
近
な
県
及
び
市
町
村

の
福
祉
施
策
の
充
実
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
歪
ん
だ

選
挙
制
度
に
よ
り
、
国
民
の
声
が
正

し
く
国
政
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
現

在
、
県
・
市
町
村
行
政
が
、
県
民
、

市
町
村
民
の
声
を
正
し
く
国
政
に
届

け
る
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま

す
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
県
知
事
の

政
治
姿
勢
は
鋭
く
問
わ
れ
、
正
し
く

県
民
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。 

   

そ
こ
で
、
当
会
で
は
県
及
び
国
の

施
策
で
緊
急
性
の
あ
る
ま
た
基
本
的

な
施
策
に
絞
り
、
立
候
補
者
に
対

し
、
私
た
ち
の
願
い
を
分
か
り
や
す

く
示
し
た
上
で
、
賛
同
で
き
る
か
ど

う
か
、
又
そ
の
理
由
や
公
約
・
政
策

を
簡
潔
に
問
い
、
回
答
を
会
員
に
周

知
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

主
権
者
た
る
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
、
「
私
た
ち
の
生
き
方
は
私
た

ち
が
選
択
す
る
」
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
「
選
択
す
る
た
め
の
情
報

提
供
」
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。 

 

公
開
質
問
状
は
、
七
月
十
一
日
時

点
で
立
候
補
を
表
明
し
て
い
た
二
人

の
候
補
に
対
し
送
付
し
ま
し
た
。
回

答
締
切
日
の
十
八
日
ま
で
に
野
口
俊

邦
氏
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
同

日
、
阿
部
守
一
選
対
事
務
所
に
、
再

度
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
「
多
忙
で
回

答
で
き
な
か
っ
た
、
週
明
け
ま
で

待
っ
て
ほ
し
い
」
旨
の
返
答
が
あ
り

二
三
日
（
水
）
朝
に
届
き
ま
し
た
。

両
氏
の
回
答
を
原
則
、
原
文
の
ま
ま

紹
介
し
ま
す
。 



 

2014年 7月23日 409号       参加と平等 県推協新聞         （第三種郵便物認可）   （２）                       

問１ ＜県の施策にかかわって＞ 

 子どもと障害者の医療費について、自動給付方式をやめ現物給付（窓口無料）にしてほしいと

思いますが、貴方のお考えは？ 

 立候補者氏名   野口俊邦 氏  立候補者氏名 阿部守一 氏  

 ア．賛同する どちらでもない 

理由：お財布の中身を心配せずに病院に行けること

は、子育て中のみなさん、障害者のみなさんの強い

要求です。それは早期治療にもつながり、しいては

医療費の節約にもつながることです。子どもについ

ては既に全国３７都府県が実施しており、長野県は

遅れています。浅川ダムなどの無駄な公共事業にお

金を湯水のように注ぎ込むことはやめて、子育て支

援・暮らし・福祉のために予算を使うべき。窓口無

料は、既に地方自治体の枠を超えて、国の制度とし

て実施すべきこと。県として即時実施するととも

に、国に対して要求してゆきます。 

理由； 福祉医療事業の主体は市町村にあります。

県は市町村が行う乳幼児等、障がい者、母子家庭

の母子等及び父子に対する医療費の自己負担分へ

の助成のうち経費について、1/2を限度として市町

村に補助金を交付しています。負担軽減のあり方

については「現物給付」の一点のみを取り上げる

のではなく、福祉医療全体で、何が必要かを、市

町村としっかり話し合うことが重要であると考え

ております。 

問２ ＜国の施策にかかわって＞ 

 当面、障害者総合支援法第７条（介護保険優先原則）を廃止し、介護保険・自立支援給付のどちらかを

障害者本人が選択できるようにしてほしいと思いますが、貴方のお考えは？ 

 立候補者氏名   野口俊邦 氏  立候補者氏名 阿部守一 氏  

 ア．賛同する  イ.賛同できない 

理由；介護保険は基本的に６５歳以上の高齢者のた

めの支援の法律です。ところが若い障害者の場合、

脳卒中、癌末期など病名によって介護保険を使わざ

るを得ない仕組みになっています。 

そのため、若くて今後の復職などを考慮に入れた訓

練や施設が必要であるのに、高齢者の施設にしか行

けなく、充分なケアが受けられない矛盾が起きてい

ます。 

 交通事故による脳障害では、介護保険ではなく自

立支援給付になることを考えると、病名で規制する

ことは矛盾があります。 

介護保険に縛られずに必要なケアを受けるために

は、障害者総合支援法７条を廃止し、どちらかを自

由選択できるようにすべきと考えます。 

理由； 現行の制度でも、介護保険サービスでは支

援が十分に受けられないと判断される場合など、

障害者総合支援法に基づくサービスが利用できる

仕組みとなっています。利用者の方から実情等を

十分にお聞きするとともに、市町村に対し、この

仕組みの周知徹底を図ってまいります。 
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問３ 

 親（成人者の）、子、兄弟姉妹、配偶者からの障害児者のサービス利用料の徴収（家族介護の強要）は

やめるべきと思いますが、貴方のお考えは？ 

 立候補者氏名   野口俊邦 氏  立候補者氏名 阿部守一 氏  

 ア．賛同する その他（問にあるような徴収の仕組みは現行制度

には無いため、賛否は記載しません） 

理由；一人一人の人格・人権は障害があっても当然

独立したものであり、障害者権利条約にあるよう

に、他者と平等に生きる権利があります。 

家族に頼り責任を押し付けるのは筋違いであり、行

政の責任で保障すべきことです。家族からの利用料

の徴収はやめるべきです。 

理由；障がい児・者のサービス利用負担は、所得

に応じて判断されており、その際の世帯の範囲

は、原則として１８歳以上の障がい者は本人とそ

の配偶者、障がい児は保護者の属する住民基本台

帳での世帯とまっていると承知しています。な

お、障がい児・者のサービス利用料は、基本的に

は利用者本人（障がい児については保護者）に請

求するものと考えます。 

問４ 

 厚生労働省「長期入院精神障害者の地域移行に向けた具体的方策に係る検討会」は、精神科病院の病棟

を居住施設に転換することを認める方針を取りまとめました。多くの当事者や関係者は、国連・障害者

権利条約第19条に反し人権侵害に当たる施策と考えています。私たちは、病院の敷地内ではなく、地域

社会の中で人間らしい生活ができる施策の充実を求めていますが、貴方のお考えは？ 

 立候補者氏名   野口俊邦 氏  立候補者氏名 阿部守一 氏  

 ア．賛同する  どちらでもない 

理由；障害者権利条約１９条では「障害あるすべて

の人に対し、他のものと平等の選択の自由を持っ

て、地域社会で活躍する権利を有する」としていま

す。 

 院内の居住施 長期にわたる入院生活は、それ自

体人権侵害になる危険性もはらんでいます。その意

味では精神病棟の削減は、一定の前進面も持ってい

ると考えますが、居住施設への転換は、病棟を「居

住施設」に名前を変えただけのもので、何ら受け皿

とはなりえません。 

院内の居住施設ではなく、地域で人間らしく豊か 

に社会生活を送ることが可能になるように、グル 

ープホームの充実などの支援こそが必要と考え 

ます。 

理由；病院の敷地内で居住施設というのは、地域

生活への段階的な移行を進めるための手段の一つ

として認めるべきとする意見がある一方、病院と

同じ建物や敷地内である限り、入院と明確に区別

できないとする考えもあります。普通に地域で生

活できるのが一番ですが、地域で精神障害のある

方を受け入れる受け皿が少ないのが問題です。長

期入院の方で、受け皿整備されれば退院可能とい

う方がたくさんいることもわかっているので、地

域での受け皿の拡充が当面の重要課題と思ってい

ます。 
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問５ 

  県（又は県知事）として、上記問４の病棟転換型居住施設の試行事業に反対し、国に対し見直しを強

く働き掛けるとともに、県内での試行事業は実施しないことを求めますが、貴方のお考えは？ 

 立候補者氏名   野口俊邦 氏  立候補者氏名 阿部守一 氏  

 ア．賛同する  どちらでもない 

理由；問い４でお答えしたように、障害者権利条約

１９条に基づき、国への働きかけはもちろんのこ

と、県としても実施せず、皆さんの要求に基づく施

策を行います。 

理由；試行事業。具体的な内容が不明なため、現

時点ではどちらとも判断できません。 

 

七
月
二
二
日
（
土
）
県
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
精
神
障
が

い
者
も
病
院
で
は
な
く
地
域
で
暮
ら
し

た
い
信
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
以
下
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
立
ち
上
げ
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
代
表
者
に
は
山
本
悦
夫

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
プ
ラ
の
会
）
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
厚
生
労
働
省
の
「
長
期
入
院

精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
に
向
け
た
具

体
的
方
策
に
係
る
検
討
会
」
が
退
院
を

促
し
病
床
を
削
減
す
る
た
め
、
作
り
す

ぎ
た
精
神
科
病
床
を
居
住
系
施
設
に
転

換
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
報
告
書
を
ま

と
め
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。 

 

当
事
者
団
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
当

然
、
全
国
の
障
害
者
団
体
や
支
援
者
団

体
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
ほ
か
多
く
の

団
体
・
個
人
が
「
人
権
侵
害
」
の
懸
念

が
強
い
と
し
て
反
対
や
見
直
し
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。 

 

話
し
合
い
の
中
で
当
事
者
か
ら
体
験

を
交
え
最
も
強
い
願
い
と
し
て
出
さ
れ

た
こ
と
は
、
「
束
縛
さ
れ
た
病
院
の
中

で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
中
で
自
由
に

普
通
に
暮
ら
し
た
い
」
「
地
域
の
中
で

生
活
す
る
こ
と
に
は
大
変
さ
も
あ
る

が
、
生
き
る
苦
労
を
取
り
戻
し
た
い
」

「
地
域
社
会
の
中
に
溶
け
込
み
、
地
域

の
中
で
の
役
割
も
果
た
し
た
い
」
「
そ

れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
就
労
や

生
活
の
場
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
総
合

的
な
支
援
に
こ
そ
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
」
「
地
域
社
会
の
理
解
を
広
げ
る
た

め
に
も
、
地
域
に
積
極
的
に
出
て
交

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
な
ど
次
々

と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
、
知
事
選

終
了
後
、
新
し
い
知
事
や
県
議
会
に
対

し
て
、
①
国
に
対
し
精
神
科
病
棟
転
換

居
住
系
施
設
施
策
の
見
直
し
と
精
神
障

が
い
者
が
地
域
社
会
で
暮
ら
す
た
め
の

総
合
的
施
策
の
充
実
を
求
め
る
働
き
か

け
を
行
う
こ
と
②
県
と
し
て
精
神
科
病

棟
転
換
居
住
系
施
設
試
行
事
業
を
行
わ

な
い
こ
と
③
県
と
し
て
精
神
障
が
い
者

が
地
域
社
会
で
暮
ら
す
た
め
の
総
合
的

施
策
の
充
実
を
進
め
る
こ
と
な
ど
を
求

め
て
い
く
を
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、

一
般
県
民
や
関
係
団
体
、
関
係
者
に
も

周
知
を
願
い
、
団
体
・
個
人
署
名
に
も

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

次
に
こ
れ
ま
で
二
回
に
わ
た
る
準
備

会
で
ま
と
め
て
き
た
、
当
事
者
、
関
係

者
の
呼
び
か
け
文
を
紹
介
し
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
願
い
や
想
い
、
厚
労
省
検
討

会
の
問
題
点
が
汲
み
取
れ
ま
す
。 

 

報告；原 金二（県推協 副代表） 
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長
野
県
民
の
皆
様
へ 

～
普
通
に
地
域
で 

 
 
 
 
 
 

暮
ら
し
た
い 

～ 

  

精
神
科
病
棟
転
換
型
居
住
施
設

は
要
り
ま
せ
ん 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ご
存
知
で
す
か
？ 

 

世
界
の
精
神
科
病
床
の
五
分
の
一
の

三
五
万
床
が
日
本
に
あ
り
、
約
三
二
万

人
の
方
々
が
入
院
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
一
年
以
上
入
院
し
て
い
る
人
は

二
〇
万
人
、
さ
ら
に
一
〇
年
以
上
の
入

院
者
は
約
七
万
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
は

国
に
よ
る
長
期
の
隔
離･

収
容
政
策
に

よ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
日
本
で
は
、

精
神
科
病
院
の
ほ
ぼ
九
割
が
民
間
経
営

で
す
。 

 

国
は
、
二
〇
〇
四
年
に
「
精
神
保
健

医
療
福
祉
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で

「
入
院
医
療
中
心
か
ら
地
域
生
活
中
心

へ
」
を
う
た
い
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で

地
域
移
行
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
厚
生
労
働
省
で
昨
年
来
開
か
れ

て
き
た
「
長
期
入
院
精
神
障
害
者
の
地

域
移
行
に
向
け
た
具
体
的
方
策
に
係
る

検
討
会
」
は
、
本
年
七
月
一
日
、
退
院

を
促
し
病
床
を
削
減
す
る
た
め
、
作
り

過
ぎ
た
精
神
科
病
床
を
居
住
施
設
に
転
換

す
る
こ
と
を
容
認
す
る
報
告
書
を
ま
と
め

ま
し
た
。
し
か
も
先
の
国
会
で
成
立
し
た

「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合

的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
中

の
「
新
た
な
財
政
支
援
制
度
」
の
基
金
九

〇
四
億
円
（
消
費
税
増
税
分
で
設
け
ら
れ

た
基
金
）
の
対
象
事
業
に
、
「
病
床
転
換

型
居
住
施
設
」
の
費
用
が
す
で
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
条
件
を
付
し
て

も
、
病
院
経
営
の
た
め
に
、
空
い
た
病
棟

を
「
有
効
活
用
」
し
て
、
病
院
の
敷
地
内

に
退
院
さ
せ
る
構
想
は
、
病
院
側
の
論
理

で
あ
り
、
患
者
不
在
、
当
事
者
不
在
で

す
。
長
期
入
院
者
が
そ
の
ま
ま
病
院
内
に

留
ま
り
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
で
暮

ら
す
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
強
く
懸

念
さ
れ
ま
す
。 

 

障
害
者
権
利
条
約
一
九
条
に
は 

「
障

害
者
が
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し

て
、
居
住
地
を
選
択
し
、
及
び
ど
こ
で
誰

と
生
活
す
る
か
を
選
択
す
る
機
会
を
有
す

る
こ
と
並
び
に
特
定
の
生
活
施
設
で
生
活

す
る
義
務
を
負
わ
な
い
」 

と
あ
り
、
い

く
ら
条
件
を
整
え
よ
う
と
、
当
た
り
前
の

社
会
生
活
か
ら
遠
く
隔
た
っ
て
お
り
、

「
病
床
転
換
型
居
住
系
施
設
」
は
と
う
て

い
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 
 

今
、
私
た
ち
が
皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
は
… 

 

私
た
ち
は
、
精
神
障
が
い
当
事
者
、

家
族
、
地
域
移
行
（
退
院
促
進
）
及
び

地
域
生
活
の
支
援
者
、
そ
し
て
一
般
市

民
で
す
。
今
回
の
問
題
に
対
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

《
当
事
者
》 

 

精
神
が
い
者
も
ひ
と
り
の
人
間
で
す
。

地
域
で
人
間
ら
し
く
暮
ら
す
自
由
と
権

利
を
奪
わ
な
い
で
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
堀
尚
美 

 

人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
に

は
、
管
理
さ
れ
る
場
所
で
暮
ら
し
続
け

一
生
を
終
え
た
く
な
い
。
適
切
な
治
療

を
受
け
た
ら
、
地
域
で
待
っ
て
く
れ
る

人
や
家
族
、
鍵
の
か
け
ら
れ
な
い
管
理

さ
れ
な
い
自
由
の
あ
る
場
所
で
暮
ら
し

た
い
。
「
退
院
」
の
名
目
で
、
病
床
の

カ
ン
バ
ン
を
書
き
か
え
た
施
設
で
の
人

生
は
苦
し
み
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
は

人
と
の
支
え
合
い
に
よ
っ
て
回
復
し
て

き
ま
し
た
。
支
え
合
い
の
あ
る
当
た
り

前
の
暮
ら
し
が
長
期
入
院
し
て
い
る
人

た
ち
に
も
か
な
う
よ
う
に
努
め
る
の

が
、
地
域
で
暮
ら
し
て
元
気
に
な
っ
て

き
た
私
た
ち
の
務
め
で
す
。 

 

病
院
の
施
設
で
は
な
い
、
地
域
の
生

活
を
支
え
る
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
連
携
し
て
い
く
時
が
き
た
と
思
い
ま

す
。
精
神
科
病
院
で
亡
く
な
っ
た
多
く

の
犠
牲
者
の
命
、
気
持
を
無
駄
に
し
な

い
為
に
も
、
精
神
科
病
棟
が
退
院
先
の

施
設
と
し
て
広
が
ら
な
い
よ
う
に
運
動

し
て
い
き
ま
す
。
必
要
な
住
居
と
地
域

生
活
を
支
援
す
る
政
策
の
充
実
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

《
地
域
生
活
支
援
者
》 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
期
入
院
の
経
験
談
を
聞
い
て
く
だ

さ
い
。
（
住
む
場
と
必
要
な
支
援
が
受

け
ら
れ
れ
ば
、
地
域
で
「
自
分
ら
し
い

生
活
」
を
送
れ
ま
す
。
長
期
入
院
さ
れ

て
い
た
方
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
い
き

い
き
と
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
）
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太
田
宏
美 

○
入
院
生
活
で
は
与
え
ら
れ
た
食
事

だ
っ
た
が
、
今
は
好
き
な
も
の
を
買
っ

た
り
、
ホ
ー
ム
の
メ
ニ
ュ
ー
を
要
望
で

き
る
の
で
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
仕
事
に
行
か
な
い
日
は
、
友
人
と

一
緒
に
買
い
物
に
出
か
け
、
外
食
を
し
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た
り
自
由
に
行
動
で
き
る
の
が
嬉
し

い
。
病
院
で
は
一
〇
人
部
屋
で
、
気

を
遣
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
今
は
、

ホ
ー
ム
の
一
人
部
屋
で
自
分
の
好
き

な
時
に
寝
た
り
起
き
た
り
出
来
、
の

ん
び
り
で
き
る
の
が
な
に
よ
り
い

い
。
（
入
院
経
験 
四
〇
年
女
性
七

四
歳
） 

 

○
病
院
で
は
看
護
師
さ
ん
に
希
望
を

言
い
、
看
護
師
さ
ん
か
ら
医
師
に
き

い
て
も
ら
い
許
可
が
出
て
か
ら
外
出

し
、
外
出
先
か
ら
帰
る
と
何
か
持
っ

て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
い
つ
で
も
出

か
け
ら
れ
、
買
っ
て
き
た
食
べ
物
は

部
屋
へ
持
っ
て
い
っ
て
も
い
い
し
、

食
べ
る
こ
と
も
で
き
る
。
入
院
中
は

趣
味
活
動
が
で
き
な
い
が
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
は
部
屋
に
ミ
シ
ン
を
持

ち
込
ん
で
洋
服
が
作
れ
た
り
す
る
。

（
入
退
院
繰
り
返
し
三
〇
年 

女
性

七
六
歳
） 

○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
が
来
て
、
き
れ
い
な
押

し
花
で
飾
る
も
の
を
作
っ
た
り
、
編

み
物
（
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
）
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
二
週
間
に
一
度
移

動
図
書
館
で
絵
本
な
ど
を
借
り
て
読

ん
で
い
る
と
心
が
な
ご
む
。
花
に
水
を

く
れ
た
り
、
散
歩
も
い
い
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
会
は
司
会

や
記
録
を
決
め
て
や
る
。
自
分
は
記
録

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
計
画
を
立
て
た

り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し

い
。
風
呂
掃
除
や
ご
み
出
し
も
あ
る

が
、
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
仲
間
が
い

る
の
で
で
き
る
。
（
入
院
経
験 

二
〇

年 

女
性
六
三
歳
） 

○
風
呂
は
一
人
で
ゆ
っ
く
り
入
れ
る
。

入
る
の
も
自
由
で
こ
ん
な
良
い
所
は
な

い
。
病
院
で
は
一
二
人
が
イ
モ
洗
い
状

態
で
入
っ
て
い
た
。
三
〇
分
間
で
入
っ

て
、
男
性
と
交
代
に
な
っ
た
。
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
は
、
怒
ら
れ
る
こ
と
が
な

い
。
病
院
で
は
喧
嘩
し
た
り
、
お
金
遣

い
が
荒
か
っ
た
り
問
題
を
起
こ
せ
ば
、

閉
鎖
病
棟
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
、
一
日
ベ
ッ
ド
で
静
か
に
し
て
過
ご

し
て
い
た
。
（
入
院
経
験 
四
三
年 

女
性
七
一
歳
） 

 

長
野
市
で
二
〇
年
以
上
精
神
障
害
者

の
地
域
生
活
を
支
援
し
て
き
て
、
当
事

者
の
皆
さ
ん
の
「
地
域
で
暮
ら
し
た

い
」
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

「
退
院
し
て
よ
か
っ
た
」
の
声
を
出
来

る
限
り
多
く
の
人
に
届
け
、
偏
見
や
無

理
解
の
壁
を
少
し
で
も
取
り
払
う
こ
と

が
何
よ
り
大
切
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。 

《
市
民
の
立
場
か
ら
》 

 
 

一
億
人
の
断
念
と
希
望 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

戸
崎
公
恵 

 

八
年
前
、
「
七
万
人
の
断
念
と
希

望
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
取
材
記
事
を

雑
誌
に
掲
載
し
た
。
当
時
恥
ず
か
し
い

こ
と
に
「
社
会
的
入
院
」
と
い
う
言
葉

す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
取
材
さ
せ
て
も

ら
っ
た
精
神
障
害
者
当
事
者
会
「
ポ
プ

ラ
の
会
」
と
は
今
も
交
流
し
、
個
人
的

な
関
係
も
深
ま
っ
た
。
当
事
者
同
士
の

結
婚
も
見
守
っ
た
。
二
人
は
ル
ン
ル
ン

の
時
も
あ
れ
ば
、
体
調
を
崩
す
時
も

あ
っ
た
。
そ
れ
は
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
当
た
り
前
の
生
活
に
他
な
ら
な

い
。 

 

「
病
棟
転
換
型
施
設
」
の
事
を
知
っ

た
の
は
、
今
年
一
月
の
新
聞
社
説
だ
っ

た
。
病
院
経
営
に
焦
点
を
当
て
、
入
院

し
て
い
る
人
た
ち
が
当
然
送
る
は
ず
の

社
会
生
活
が
前
提
に
な
い
論
説
に
不
快

感
が
残
っ
た
。
「
ど
こ
で
死
ぬ
か
で
は

な
く
、
ど
う
生
き
る
か
で
し
ょ
」
と
友

人
で
も
あ
る
当
事
者
の
言
葉
に
ハ
ッ
と

し
た
。
民
意
不
在
で
ど
ん
ど
ん
法
律
が

変
え
ら
れ
て
い
く
中
、
各
々
が
ど
う
生

き
た
い
の
か
「
１
億
人
の
断
念
と
希

望
」
が
こ
の
施
設
反
対
運
動
に
か
か
っ

て
い
る
。 

国
や
県
に
お
願
い
し
た
い
こ
と 

 

長
野
県
は
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
国

に
先
駆
け
て
精
神
障
害
者
退
院
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置
等
事
業
を
実

施
し
、
精
神
科
入
院
者
の
退
院
促
進
、

地
域
移
行
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
実

績
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。
「
退

院
し
て
よ
か
っ
た
！
」
と
い
う
多
く
の

声
が
聞
か
れ
ま
す
。 

 

行
政
に
は
、
病
院
敷
地
内
の
居
住
施

設
へ
退
院
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人

の
望
む
地
域
生
活
の
実
現
に
向
け
、
地

域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
在
宅
医
療
の
充

実
を
財
政
面
、
制
度
面
か
ら
後
押
し
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
検

討
会
取
り
ま
と
め
文
書
」
で
提
案
さ
れ

た
試
行
事
業
に
つ
い
て
「
こ
の
事
業
を

自
治
体
と
連
携
し
て
試
行
的
に
実
施
し

運
用
状
況
を
検
証
す
べ
き
」
と
記
載
さ

れ
ま
し
た
が
、
長
野
県
で
は
試
行
事
業

そ
の
も
の
も
行
っ
て
欲
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。 
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長
野
県
の
精
神
保
健
福
祉
関
係
者
、
支

援
者
、
家
族
の
み
な
さ
ま
へ 

相
談
支
援
専
門
員
、
精
神
保
健
福
祉
士 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宗
利
勝
之 

 

「
な
ぜ
精
神
障
害
者
だ
け
が
、
退
院

し
て
も
病
院
で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ん
で

は
消
え
る
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
「
病
棟
転
換
型
居
住
系
施
設
」
の

話
を
聴
い
た
時
に
は
、
何
か
の
悪
い
冗

談
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
ま

さ
か
こ
ん
な
バ
カ
げ
た
方
針
が
採
用
さ

れ
る
は
ず
は
な
い
」
と
精
神
保
健
福
祉

関
係
者
の
良
識
を
信
じ
て
い
た
の
で

す
。
私
は
七
年
半
、
県
の
事
業
で
東
信

地
域
で
退
院
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
一
六
年
に
「
条
件
が
整
え
ば
退
院

可
能
な
七
万
人
の
地
域
移
行
を
実
現
す

る
」
と
決
め
た
こ
と
は
、
国
に
よ
る
精

神
障
が
い
当
事
者
に
対
す
る
社
会
的
入

院
解
消
の
約
束
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
病

棟
転
換
型
居
住
系
施
設
が
実
現
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
「
一
〇
年
た
っ
て
地
域

社
会
に
精
神
障
が
い
者
の
居
場
所
は
な

い
と
は
っ
き
り
し
た
」
と
断
言
す
る
よ

う
な
も
の
で
す
。
実
際
、
ど
れ
ほ
ど
皆

さ
ん
の
生
き
る
場
で
あ
る
地
域
社
会

は
、
精
神
障
が
い
者
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
整
備
が
進
ん
だ
で
し
ょ
う
か
？
ま
だ

ま
だ
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
に
せ

よ
、
あ
き
ら
め
て
い
い
も
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
こ
れ
以
上
、
当
事
者
の
気
持

ち
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
は

加
担
で
き
ま
せ
ん
。
私
だ
け
で
な
く
、
長

野
県
内
の
精
神
保
健
福
祉
関
係
者
の
中
に

は
、
同
じ
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
中
に
も
、
ど

こ
か
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら

も
病
院
に
居
て
く
れ
れ
ば
安
心
と
い
う
思

い
と
、
引
き
取
る
の
は
無
理
だ
け
ど
本
音

で
は
地
域
社
会
で
当
た
り
前
の
生
活
を
さ

せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
せ
め
ぎ

合
っ
て
葛
藤
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
精
神
障
が
い
者
は
抑
圧
さ

れ
た
状
況
で
、
複
雑
な
思
い
を
抱
い
た
ま

ま
、
あ
ま
り
声
を
上
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
回
は
、
反
対
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
精
神
保
健
福

祉
関
係
者
や
家
族
も
一
緒
に
な
っ
て
支
援

者
と
し
て
声
を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
バ
カ
げ
た
策
を
受
け
入
れ
て

し
ま
え
ば
、
今
後
県
内
の
精
神
保
健
福
祉

関
係
者
は
精
神
障
が
い
当
事
者
に
、
治
療

や
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
、
彼
ら
の
社
会

生
活
の
応
援
者
と
し
て
、
二
度
と
信
頼
し

受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
当
事
者
と
私
た
ち
は
、
長
野
県
の
地

域
社
会
を
隔
離
収
容
の
無
い
、
誰
も
が
共

に
苦
労
も
喜
び
も
分
か
ち
合
い
、
支
え

合
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
生
き
る
場
に

な
る
こ
と
を
遠
望
し
、
共
に
励
ま
し

合
っ
て
目
指
し
て
き
た
は
ず
で
す
。
精

神
保
健
福
祉
の
関
係
者
は
、
誰
よ
り
も

い
ち
早
く
当
事
者
の
意
見
に
耳
を
傾

け
、
反
対
の
声
に
答
え
て
い
か
ね
ば
、

そ
の
存
在
価
値
を
永
久
に
失
っ
て
し
ま

い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
国
の
施
策
が
進
む
中
で
、

今
後
も
様
々
な
受
け
入
れ
が
た
い
方
針

も
策
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
県
内
の
私
た

ち
精
神
保
健
福
祉
の
関
係
者
と
障
が
い

当
事
者
、
家
族
が
し
っ
か
り
し
た
意
見

を
持
っ
て
、
「
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も

の
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
意
思
を

表
明
し
、
誰
も
が
生
き
る
場
と
な
る
地

域
社
会
を
創
り
上
げ
る
た
め
、
さ
ら
に

力
を
結
集
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

「
長
野
県
に
病
棟
転
換
型
居
住
系
施

設
は
い
ら
な
い
」
と
伝
え
る
活
動
に
共

鳴
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

改
め
て
県
民
の
皆
様
へ 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
プ
ラ
の
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本
悦
夫 

 

私
は
、
最
高
七
年
間
入
院
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
一
人
で
す
。
九
回
の
入

退
院
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
私
も
社
会

的
入
院
を
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
気
が

付
い
た
ら
姉
と
二
人
き
り
に
な
っ
て
い

た
の
で
す
。
精
神
科
の
患
者
も
普
通
の

病
院
と
同
じ
よ
う
に
退
院
に
結
び
付
け

て
く
だ
さ
い
。
非
人
間
的
な
一
生
を
終

え
た
く
な
い
の
で
す
。
退
院
患
者
を
病

院
の
敷
地
内
に
押
し
と
ど
め
る
の
は
、

精
神
障
が
い
者
へ
の
差
別
で
す
。 

 

現
在
の
私
は
結
婚
も
し
、
社
会
的
使

命
を
持
っ
た
事
業
を
運
営
し
て
い
ま

す
。 

 

私
に
と
っ
て
、
精
神
科
病
院
は
地
獄

で
し
た
。
辛
か
っ
た
。
社
会
か
ら
遮
断

さ
れ
た
密
室
の
世
界
。
お
金
の
な
い
人

は
指
を
く
わ
え
て
い
る
世
界
、
暴
力
が

ま
か
り
通
る
世
界
、
非
人
間
的
な
扱
い

に
慣
れ
て
し
ま
う
世
界
。
こ
ん
な
精
神

科
病
院
に
風
穴
を
開
け
て
ほ
し
い
の
で

す
。 

 

私
は
長
野
県
に
精
神
科
病
棟
転
換
型

居
住
系
施
設
を
作
る
こ
と
に
反
対
で

す
。
長
野
県
で
は
長
野
県
民
に
生
ま
れ

て
き
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
政

策
を
展
開
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
県
民

の
皆
さ
ん
、
こ
の
運
動
を
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。 



 

 ◎問い合わせ 県推協事務局まで  TEL/FAX ０２６（２６４）５２５６ 

                                                              E-mail ; suishin2007@yahoo.co.jp 

 2014年 7月23日 409号         参加と平等 県推協新聞         （第三種郵便物認可）（８）                        

       私たちぬきに 私たちのことを 決めないで！ 

 フォーラム 「私にとっての国連障害者の権利条約」 

 ・・・ 障害のある人の暮らしと権利条約・・・ 

 

 ○日 時  ８月２４日（日）午後１時～午後５時 受付 １２：３０～ 

 ○会 場  長野市ふれあい福祉センター 

          長野市鶴賀緑町１７１４－５ tel/fax.026-227-3707 

   ○パネルディスカッション 

      パネラーの障害者、患者、関係者の皆さんとフロアの皆さんの意見交換 

 ○講演会  テーマ「障害のある人の暮らしと権利条約～他との平等実現のために」 

       講師；赤松英和 氏 （きょうされん 常務理事） 

 ○資料代  １００円 

★２０１４人権について考える強調月間★ 

 イベント： と き；7月２５日（金）  ところ；エムウイング(松本市） 

 講演会：「障害者雇用」株式会社大谷 取締役会長 大谷勝彦 氏 

 

 県の事業です。お問い合わせは人権・男女共同参画課 人権尊重係 

 ℡ ０２６－２３５－７１０６ fax ０２６－２３５－７３８９ 

 E-Mail jinken-danjo@pref.nagano.lg.jp 

  

★会費納入のお願い★ 

 ２０１４年度の会費納入をお願いします。春にお願いをしました会費ですが、未だ納入されていない団体、個人

会員の方がいらっしゃいます。 

 県推協は、みなさまの会費で運営されております。今年度もまた、 

８月２４日の集会（フォーラム）の開催をはじめとし障害者運動も重要なところにきております。よろしくご支援、ご

協力をお願い致します。 


